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令和４年度保険医療材料制度 

（歯科用貴金属材料の基準材料価格改定）の見直しについて（案） 

 

 「令和 4 年度診療報酬改定に係るこれまでの議論の整理（案）」（令和４年１月１４日中央社会保

険医療協議会総会にて了承）に基づき、特定保険医療材料の保険償還価格算定の基準等を次のよう

に改正するとともに、所要の記載整備を行う。 

 

既存の機能区分に係る事項 

 

○ 歯科用貴金属材料の基準材料価格改定について 

 

《議論の整理》 

○ 歯科用貴金属の基準材料価格について、素材価格の変動状況を踏まえ、随時改定の方法を見

直す。 

 

【改正後】（下線部を変更） 

「特定保険医療材料の保険償還価格算定の基準について」 

第４章 既存機能区分の基準材料価格の改定 

 （略） 

第６節 歯科用貴金属材料の基準材料価格改定の特例 

診療報酬の算定方法（平成 20 年厚生大臣告示第 59 号）の別表第二第２章第 12 部に規定する

特定保険医療材料に係る機能区分のうち、金、銀又はパラジウムを含有するものであって、別表７に定める

歯科用貴金属機能区分の基準材料価格については、金、銀又はパラジウムの国際価格変動に対応するた

め、第１節の規定に関わらず、基準材料価格改定時及び随時改定時（基準材料価格改定の当該月から

起算して３ヶ月ごとの時点をいう。以下同じ。）Ⅰ時（基準材料価格改定の当該月から起算して６ヶ月ご

との時点をいう。以下同じ。）、随時改定Ⅱ時（基準材料価格改定及び随時改定Ⅰの当該月から起算し

て３ヶ月の時点をいう。以下同じ。）に、別表８に定める算式により算定される額に改定する。 

 

別表８（歯科用貴金属機能区分の基準材料価格改定の計算方法） 

 

１ 基準材料価格改定時における算式 

 

   当該機能区分に属する全 

   ての既収載品の保険医療 

   機関等における平均的購  ＋補正幅  × １＋(１＋地方消費税率)×消費税率 ＋一定幅 

   入価格（税抜市場実勢価 

   格の加重平均値） 
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    補正幅 ＝ Ｘ－Ｙ 

 

Ｘ＝当該機能区分の基準材料価格の前回改定以降における金、銀及びパラジウムのそれぞれの取引

価格の平均値に、別表７に定める当該機能区分に属する特定保険医療材料の標準的な金、

銀及びパラジウムの含有比率をそれぞれ乗じて算定される額の合計額（以下「平均素材価格」と

いう。）  

Ｙ＝材料価格調査の調査対象月における平均素材価格 

 

(注) 令和４２年度基準材料価格改定における歯科用貴金属機能区分の一定幅は、改定前の基準材料

価格の４／100 に相当する額とする。 

 

２ 随時改定Ⅰ時、随時改定Ⅱ時における算式 

 

   当該機能区分に係る 

  随時改定時前の基準    ＋  補正幅  ×  １＋(１＋地方消費税率)×消費税率 

   材料価格 

 

補正幅 ＝ Ｘ－Ｙ 

 

Ｘ＝当該機能区分の基準材料価格の前回改定以降の平均素材価格 

Ｙ＝当該機能区分の前回改定で用いた平均素材価格 

 

(注) １ 随時改定Ⅰ時、上記の算式により算定される額が次の条件に該当する 

場合には、基準材料価格を改定しない。 

 

0.95≦
     ２により算定される額    

≦1.05
 

当該機能区分に係る随時 

改定時前の基準材料価格 

 

２ 随時改定Ⅱ時、上記の算式により算定される額が次の条件に該当する 

場合には、基準材料価格を改定しない。 

 

0.85≦
     ２により算定される額    

≦1.15
 

当該機能区分に係る随時 

改定時前の基準材料価格 


